
埼玉県産業振興公社では、ロボットプロジェクト推進事業として「生活・サービス領域ロ
ボット研究会」を開催いたします。
この研究会は、生活・サービス領域で利用されるロボットについて、先行企業のロボット技
術やロボットにおける開発事例を通じて、生活・サービスロボット領域に参入しようと考えて
いる企業の事業展開と参画を図るものです。

新都心ビジネス交流プラザ4階会議室C

講 演 内 容

1

次世代ロボットビジネスの動向
特定非営利活動法人ロボットビジネス支援機構

専務理事 伊藤デイビッド拓史 氏
ロボットと人が共存する社会を実現するためには、ロボット業界自体の成長が必要であり、その
ためにはロボットメーカーによる事業化、ロボットユーザ企業による業務の変革など多くの課題
を解決する必要がある。自身のロボットビジネス研究、次世代ロボットの普及促進を数多く支援
してきた経験・ノウハウを踏まえ、具体的な事例
などを紹介します。

2

ＡＩによる自律多機能ロボット「FARBOT」を用いたデー
タ農業とは

銀座農園株式会社 代表取締役 飯村 一樹 氏
自動走行・追従しながら環境データ・生育データを取得し、AIによって分析する農業ロボット
「FABOT」について越谷いちごタウンでの導入事例や今後の展開を紹介します。

3

介護ロボットを活用した働き方改革の提案
エイ・アイ・ビューライフ 安川 徹 氏

少子高齢化社会における働き方改革を実現させるためには、人とロボットが連携できなければ破
綻します。
介護ロボット導入による働き方改革に取り組まれている事例を説明しながら、活用方法について
提案します。

13:30～16:30
会場

ロボット事業参画希望製造業・ロボット事業関係者
ロボットメーカー他
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ロボット事業参入支援セミナー 参加申込書
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TEL FAX
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お申込み・お問い合わせ先

【個人情報の利用目的のご案内】
当公社は個人情報を、以下の目的で利用させていただきます。また、募集活動で入手した情報は、当センターの事業で使用し管理します。
差し支えがある場合、事前にお申し出ください。
・研修やイベントに関する情報のご案内（送付を含みます） ・各種相談やお問い合わせに関する対応など ・公社が実施する各種調査の
公表 ・運営上必要となる受講生名簿、受付簿の作成
※申込書にご記入いただいた範囲内での受講者名簿として講師に提出します。 ※公表する際は特定の個人を識別できないように配慮
します。

先端産業支援センター埼玉 担当：高橋
〒338-0001 さいたま市中央区上落合2-3-2     TEL:048-711-6870 FAX:048-857-3921

URL:http://www.saitama-j.or.jp/sentan/         Mail:sentan@saitama-j.or.jp

SIPC FAX：048-857-3921
Mail：sentan@saitama-j.or.jp

お申込は
ＦＡＸまたはメールで

お申込み方法

下記の申込書に必要事項をご記入し、FAXでお送りください。
また、入力フォーム（上図QRコード）からもお申込みできます。

会場までのアクセス

北与野駅から徒歩1分
さいたま新都心駅から
歩行者デッキで
北与野駅まで徒歩7分


